



The Change of Japanese Moral values （2）
～Moral values of the begining of the Taisho period from the second half of the 
Meiji period on Lectures by Natsume Souseki toward the end of his life～
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4 4 4 4 4
を標
榜して、それに達し得る念力を以て修養の功を積むべく余儀なくされたのが昔の徳育
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が行き届かなかった。つまり人間はど
4 4 4 4
う教育したって不完全なものであるということに気が付かなかった
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と呼び明治以
後の道徳をナチュラリスティクの道徳
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からして世の中を見渡すよう
になっている。従って吾々の道徳も自然個人を本意
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であるから、個人の行動が放縦不羈
4 4 4 4
に
なればなるほど、個人としては自由の悦楽




4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、浪漫的の道徳がこれから起こらなけ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ればならないのであります































「 近頃流行るベルクソン *でもオイケン **でもみんな向こうの人がとやかくいうので日
本人もその尻馬に乗って騒ぐのです。（中略）私が独立した一個の日本人
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
であって、決
して英国人の奴婢（ぬひ）でない




*アンリ＝ルイ・ベルクソン（Henri-Louis Bergson、1859年10月18日 - 1941年 1月 4日）は、フランスの
哲学者。近代の自然科学的・機械的思考方法を克服、内的認識・哲学的直観の優位を説き、生命の流
動性を重視する生の哲学を主張。1928年ノーベル文学賞受賞。著「創造的進化」「道徳と宗教の二源泉」。





4 4 4 4
という四字をようやく考えて、その自己本位






































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
（合い言葉）に使う
 4 4 4 4 4 4 4
ようですが、その中にははなはだ怪しいのがたくさんあります。彼
らは自分の自我をあくまで尊重するような事をいいながら、他人の自我に至っては少
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
しも認めていない
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理的に、ある程度の修養を積んだ人でなければ、個性を発展する価値もなし、権力を
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
使う価値もなし、また金力を使う価値もないという事になるのです
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でもあり、世界主義
4 4 4 4
でもあり、同時に個人主義
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――――考えなければい
4 4 4 4 4 4 4
られない人格の修養の積んだ人は
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、自然そちらへ向いていくわけで、個人の自由を束
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
縛し個人の活動を切りつめても
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、国家のために尽くすようになるのは天然自然といっ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
ていいくらいなものです
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